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制easurementof the Spin Correlation in the Top Quark Pair 






















































めた。相関係数の物理的な範囲は -1から +1である。測定の精度を考慮し、 Feldman-Cousins法を用いて、
観測された Kの値から真の κの値を推定した。結果は
K = +0.042 +0.563 /心.562
であり、標準理論の予言値 (K二 0.8程度)と矛盾しなし=。誤差の要菌はほとんどがデータの統計量による
ものである。また、この結果は、同じチャンネルを用いた以前の測定(ほほ半分のデータ量、ただし量子化
軸が異なる)の精度を改善するものである。さらに、 トップ・反トップ対からの W ボソンのうち一方のみ
が荷電レプトンに崩壊したチャンネル(レプトン+ジェット・チャンネル)を用いた測定の結果とも矛盾し
ない。
審査の結果の要旨
トップ・クオークは、物質を構成する素粒子(クオーク・レプトン)の中で飛びぬけて質量が大きく、そ
の発見まで長い年月を要したが、近年においてその性質の詳細な研究が可能となってきた。特に寿命は、質
量が大きいために極めて短く、他のクオークとは定性的に異なる振る舞いをすると予言される。クオークは
通常は単独で存在することはできず、生成直後にハドロンを作る。トップ・クオークの場合にはハドロンを
作る前に崩壊してしまうので、クオークの持っていた情報が崩壊物に伝播される。例えばスピンがそうであ
るが、本研究では、対生成されたトップ・反トップ・クオーク間のスピンの相関を溺定した。ハドロンが生
成されるとスピンの情報は失われてしまうので、もし相関が観測されれば、間接的にトップ・クオークの寿
命が予言通りに短いことを証明することになる。 102~ 秒という時間を藍接に計ることは不可能であるので、
この方法は極めて有用である。
相関があることを有意に示す結果には到らなかったが、これまでの灘定精度を向上することに成功し、ま
た方法が有望であることを示した。さらに、同じ解析手法がトップ・反トップ・クオーク対生成時の前後方
非対称度の測定にも応用されており、ここではクオークについて標準理論を超える新しい力学が存在する可
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能性が示唆されており、今後の発展が待たれる。
平成 23年2月14日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと245める。
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